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『
身
延
山
資
料
叢
書
』
第
九
巻
を
担
当
さ
れ
た
の
は
身
延
山
大
学
国
際
日
蓮
学
研
究
所
顧
問�

中
尾
堯
博
士
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）
で
あ
る
。
本
書
に
収
録
し

た
『
和
語
雑
雑
抄
』
は
、
山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
の
身
延
山
久
遠
寺
内
に
あ
る
身
延
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
特
に
本
書
の
概
観
と
内
容
に
つ
い
て
は
令
和

三
年
十
月
に
刊
行
し
た
本
研
究
所
の
機
関
誌
で
あ
る
『
日
蓮
学
』
第
五
号
収
録
の
、
中
尾
堯
稿
「
身
延
文
庫
所
蔵�

日
重
著
『
和
語
雑
雑
抄
』
の
書
誌
と
概
要
」
に

詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
『
和
語
雑
雑
抄
』
は
、
中
尾
博
士
の
「
序
文
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
身
延
山
久
遠
寺
第
二
十
世・

京
都
本
満
寺
第
十
二
世
で
あ
る
一
如
院
日
重
が
筆
記
し
た

歌
論
集
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
日
重
が
著
し
た
『
見
聞
愚
案
記
』
が
刊
行
さ
れ
世
に
流
布
し
た
の
に
対
し
て
、『
和
語
雑
雑
抄
』
は
刊
行
の
意
図
は
窺
え
る
も
の

の
実
現
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
、
言
う
な
れ
ば
日
重
の
「
幻
の
著
書
」
で
あ
る
。
今
回
、
乱
丁
な
ど
激
し
い
『
和
語
雑
雑
抄
』
原
本
を
中
尾
博
士
の
尽
力
に
よ

り
翻
刻
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
日
重
研
究
に
新
た
な
視
点
を
与
え
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

末
筆
で
は
あ
る
が
、
本
書
を
収
録
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
で
あ
る
身
延
山
久
遠
寺
御
当
局
の
ご
理
解
と
ご
許
可
を
賜
っ
た
。
ま
た
身
延
文
庫
及

び
宝
物
館
の
関
係
各
位
に
は
、
原
本
の
調
査
に
特
別
の
ご
高
配
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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